
第２学年＊組 数学科学習指導案
指導者 ○○ ○○

１ 単 元 平行と合同

２ 目 標
○ 様々な事象を平行線の性質，三角形の角についての性質などでとらえたり，平面図形の基本的な
性質や関係を見いだしたりするなど，数学的に考え表現することに関心もち，意欲的に数学を問題
の解決に活用しようとする。 （数学への関心・意欲・態度）

○ 図形の性質についての基礎的な知識及び技能を活用しながら，事象を数学的な推論の方法を用い
て論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。

（数学的な見方や考え方）
○ 平行線の性質，三角形の角についての性質を利用して角の大きさを求めることができ，証明に用
いられる言葉を適切に用いて，証明の過程を表現することができる。 （数学的な技能）

○ 平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件，図形の証明の必要性と意味及び
その方法などを理解することができる。 （数量や図形などについての知識・理解）

３ 指導に当たって
第１学年では，図形の作図や移動を取り扱っている。また，空間における直線や平面の位置関係を

知り，空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されているものと捉えたり，平面上に表現した
り読み取ったりしている。これらの学習を通して，図形についての豊かな感覚をはぐくみ，図形につ
いての理解を深めるとともに，これまでに学習してきた事柄を根拠にして理由を述べるなど，演繹的
に考えることを経験している。
本単元の「平行と合同」についての，実態調査の結果は，次の通りである。

(調査人数31人 平成28年９月14日実施)
○ 右の四角形の４つ 角度 説 明 人数
の角の和は，何度で ○ 既習の性質や考え方を基に考え，言葉や 図， 12人
しょう。また，その 式で説明することができる。
ことを説明しましょ ○ 実測などを基に説明することができる。 ６人
う。 ○ 説明することができない。 10人

× 説明することができない。 ３人
図形の性質について，既習の性質や考え方を基に説明することに課題があることが分かった。これ

までの指導を振り返ると，観察や操作などの活動を通して，図形の関係について調べたり，作図の過
程について説明したりするなど，図形についての理解が深まるようにしてきたが，既習の性質や考え
方を意識させて解決方法を考えることや，筋道を立てて説明することが，生徒の実態に対して充分に
は行われていなかったと考える。
そこで,本時では，推論の思考を自分の言葉で他者に伝わるように分かりやすく説明できるように

するために，「説明シート」を活用する。まず，考えの道筋に沿って図のみを用いて補助線や角をか
き，演繹的な説明の方針を立てる。それから，図に対応して言葉や式で説明を書く。そして，自分の
考えを説明し合いアドバイスを交換し，自分の説明を振り返りよりよい説明に改善する。また，既習
の性質や考え方を基にする際には，「振り返りシート」を活用する。このシートは，授業の振り返り
場面で，その時間に見付けた図形の性質とその性質を見付けるための考え方を生徒自身がまとめるシ
ートである。このシートに，見付けた性質だけでなく，性質を見付けるための考え方が一覧にまとめ
てあることで，解決の方針を立てやすくする。この二つのシートを活用することで，既習の性質や考
え方を基に筋道を立てて考え，説明することができるようにする。

４ 指導と評価の計画（18時間扱い）
第１次 角と平行線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間
第２次 多角形の角・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７時間
時 学習内容 関 考 技 知 評価規準

１
「GeoGebra」を用い，本次で

○
複数の点を結んでできた図形を数学的

学習する図形を作成し考察する。 に考察している 。 （ワークシート）
三角形の内角と外角について

○

三角形の内角の和は180°であることを
２ の性質を，平行線の性質を基に 平行線の性質を用いて説明している。
説明する。 （説明シート）

３
多角形の内角の和を帰納的に

○
多角形の内角の和を求めることができ

調べ，演繹的に求める。 る。 （適用問題）
内角の和を基に考え，多角形 多角形の外角の意味や外角の和の求め４

の外角の和の求め方を理解する。○
○
方を理解している。 （振り返りシート）

５ 凹型四角形の角の性質を見い 凹型四角形の角の性質を，四角形の中
本 だし，既習の性質や考え方を基 ○ に三角形を見付けることで考えている。
時 に見いだした性質を説明する。 （説明シート）

星形五角形の先端の角の和が， 星形五角形の先端の角の和を求めるこ６
180°であることを説明する。

○
とができる。 （説明シート）

７
適用問題を解き，その求め方 ○ 角の大きさを求める問題の解決方法を

を説明する。 考えている。 （適用問題）



第３次 図形の合同・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６時間
第４次 平行と合同の利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間
第５次 章末問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間

※「GeoGebra」とは，幾何，代数，解析を一つに結びつけた動的数学ソフトウェアである。描画が
美しく，操作が容易なフリーソフトウェアである。第１時では，本次で考察する図形を一通り作成
する活動を行った。第５時においては，学習課題も，適用問題も，第１時に作成した図を用いた。

５ 本時の指導
(1) 目標

凹型四角形の角の性質を，四角形の中に三角形を見付けることで考えることができる。
(2) 準備・資料

説明シート，振り返りシート，掲示用図，PC，大型テレビ
(3) 展開

学習活動・内容 指導上の留意点・評価
１ 本時の問題を確認する。 ＜一斉＞

・凹型四角形の角の大きさを与え，角の間に成
り立つ性質があるだろうかと問いかけ，学習
の見通しをもたせる。

・この図形において帰納的に見いだした性質が
すべての凹型四角形で成り立つためには，演
繹的に説明する必要があることを確認する。

・凹型四角形の角の性質について予想する。

２ 本時の課題を設定し，課題解決の見通しを
もつ。 ＜一斉＞ ・予想した角の関係を式で表し，それが成り立
(1) 本時の課題を設定する。 つことを説明する学習課題を導く。

・∠ a ＋∠ b ＋∠ c ＝∠ x が成り立つというこ
とはどういうことが言えればよいのか，図で
考えさせ，∠ a，∠ b，∠ c の３つの角を∠ x
に集める考え方に気付かせる。

・振り返りシートを用いて，既習の考え方を振
(2) 課題解決の見通しをもつ。 り返り，補助線をひき三角形を見付ければ解
・三角形を見付けて考える。 決できそうだという解決方法の見通しをもた

せる。
３ 課題を解決する。 ＜個人＞

・必要に応じて，既習の性質や考え方を振り返
りシートで確認するよう促す。

・一つ目の図の補助線のひき方が同じ者同士で
グループにする。

・説明シート①の図において，考えの道筋に沿
って，補助線や角をかき，説明の見通しをも
たせる。

・説明シート②において，①の説明の見通しを
基に，図に対応させて言葉や式で説明を書く
ようにする。

・書き進められない生徒には，振り返りシート
を用いて，既習の性質を図の上で確認する。

・見付けた三角形を基に，既習の性質や考え方
を使って，一つ一つ順に説明するよう助言す
る。

○問 凹形四角形の角の間の
関係を見付けよう。

○課 予想した凹形四角形の角の関係で
∠ a＋∠ b＋∠ c＝∠ x
が成り立つことを説明しよう。

・30°＋ 60°＋ 40°＋ 230°＝ 360°
・30°＋ 60°＋ 40°＝ 130°

ア

イ

E

ウ ・頂点Ａと頂点Ｃを結んで補助線をひ
く。

・△ＡＢＣと△ＡＣＤができる。
・三角形の３つの和の性質から，
∠ a＋∠ b＋∠ c＋∠ｄ＋∠ e＝ 180°
∠ x＝ 180°－（∠ｄ＋∠ｅ）

＝∠ a＋∠ b＋∠ｃ

・頂点Ｂと頂点Ｄを結んで補助線をひ
く。

・△ＡＢＤと△ＣＢＤができる。
・三角形の内角と外角の性質から，
∠ a＋∠ b’＝∠ x’
∠ c＋∠ b”＝∠ x”
∠ x＝∠ x’＋∠ x”

＝∠ a＋∠ b’＋∠ c＋∠ b”
＝∠ a＋∠ b＋∠ c

・頂点Ｄ頂点Ｅを結んで補助線を引き，
辺ＡＢとの交点をＥとする。

・△ＡＤＥと△ＢＣＥができる。
・三角形の内角と外角の性質から，

∠ b＋∠ c＝∠ｄ
∠ x＝∠ａ＋∠ｄ

＝∠ａ＋∠ b＋∠ c



・書き終わった生徒は，根拠や考えの道筋が明
確になっているか，自分の説明を振り返るよ
うに助言する。

４ 互いの考えを伝え合う。 ・説明が途中までの生徒は，友達の解決方法を
＜グループ→個別→ペア→一斉＞ 参考にするように助言する。

(1) グループで，相互に説明し合う。
・聞く側には，見付けた三角形を基に，考えた

(2) アドバイスを交換し，説明の改善点をま 道筋や根拠が明確に伝わっているかという，
とめる。 アドバイスの視点を与える。

(3) 説明を改善する。 ・交換した付箋は説明シート③に貼り，友達の
・友達のアドバイスを基に，相手によく伝 説明を聞いて考えたことやアドバイスを参考
わるような説明に書き改める。 にして自分の説明を振り返り，改善点を説明

シート④にまとめるよう伝える。
(4) グループ以外の友達と説明し合う。

・説明シート⑤に，よく伝わる説明になるよう
(5) 全体で，共通点や気付いたことを確認す に説明を書き改めるように助言する。
る。
・補助線をひくと，今までに習った性質を ・互いの説明を伝え合ったら，感じたことや考
使って説明できる。 えたことを伝えるようにする。

・三角形の角の性質を使って説明できる。
・平行線の性質を使っても説明できる。 ・凹型四角形の角でも，補助線を引いて三角形

を見付けて考えると，既習の性質を使って考
えることができるよさに気付かせる。

・配慮を要する生徒には，見付けた三角形にお
いてどの性質を使ったのかと尋ね，口頭で答
えながら書くようにする。

５ 適用問題に取り組む。 ＜個別＞
・問題に適した解決方法を考えることで，見通
しをもたせてから，取り組ませる。

６ 本時の学習の振り返りをする。 ＜個別＞
・三角形に着目して考えると，課題解決につな
がることについて，全体でまとめるようにす
る。

・見いだした凹型四角形の性質やその性質を見
付けるための考え方を振り返りシートにまと
めさせる。

∠ xの大きさの求め方
を説明しましょう。

○ま 凹形四角形も，三角形に着目して考える
と

エ

E

・頂点Ｄを通り辺ＢＣに平行な補助線

をひく。辺ＡＢとの交点Ｅとする。

・△ＡＥＤができる。

・∠ｄ＝∠ｂ（同位角だから）

・∠ a＋∠ b＝∠ x’
∠ x＝∠ x’＋∠ｃ

＝∠ a＋∠ b＋∠ｃ

○評 数学的な見方や考え方（説明シート）
凹型四角形の角の性質を，三角形を見付け

ることで考えている。



振り返りシート(例) 氏名（                  ）       

見付けた性質 見付けるための考え方

＜対頂角は等しい＞

 ∠ a ＝∠ b
 

○１８０°から共通の角
 をひく。

＜平行線の同位角は等しい＞

 ∠ a ＝∠ b

○平行線の作図から，角
 をずらす。

＜平行線の錯角は等しい＞

 ∠ a ＝∠ b

○角を集める。

＜平行線と折れ線で作る角＞
 ∠ a ＋∠ b ＝∠ x ○角を集める

・補助線をひく。
 (平行線)

＜三角形の内角の和は180°＞
 ∠a＋∠b＋∠ｃ＝１８０° ○角を集める。

・補助線をひく。
 （平行線，延長線）

a

b ｃ

a

b ｃ

a

b ｃ

a

b ｃ

a

b ｃ

a

b ｃ

a

b ｃ

a

b ｃ



振り返りシート 氏名（        ）

見つけた性質 見つけた考え方




